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〈資料紹介〉江内貝塚出土の牙製品 

Product made of fang from Euchi Shell mound 

 

 

 

１ はじめに 

 江内貝塚は，出水市高尾野町所在の縄文時代前期から

中期の貝塚である。笠山東側の舌状の小支丘先端部の斜

面にあり，東に江内川及び野田川の沖積低地を臨む（図

１）。 

 当貝塚は故池水寛治氏及び池水氏が顧問を務めていた

県立出水高等学校考古学部によって，昭和 36(1961)年４

月 29日～５月１日・５月３日～５月７日の期間にはじめ

て学術的な発掘調査が行われ，その後平成 3（1991）年に

は，高尾野町教育委員会により白石川河川災害関連事業

に伴う確認調査が実施された。調査の結果，遺構では，

「孔打製石棒頂部」とする石器が頂部に置かれた配石遺

構等が検出され，その北側に仰臥伸展葬の人骨が出土し

ている。出土遺物では，縄文中期から後期初頭土器の前

後関係を示す層位的な出土状況がみられ，上層から南福

寺式→阿高式→並木式の順に出土している。また，鹿の

角などに穿孔，線刻を施す装飾品も出土している。 

 今回は，県立埋蔵文化財センター（以下，埋文センタ

ー）が取り組んでいる，故河口貞徳氏が調査した遺跡の

記録や考古資料の整理を行うなかで確認した，江内貝塚

出土の牙製垂飾品について紹介する。 

 

２ 牙製品 

  図２は，江内貝塚出土の牙製品である。『出水郷土誌』

及び『日本考古学年報 14（昭和 36年）』に写真の掲載が

あり（写真１），昭和 36年調査時出土の牙製品と考えら

れる。上下部を欠損するが，下半部を中心に各面は研磨

され光沢を帯びる。内側の面には，２本を１単位とする

沈線がほぼ等間隔に３か所に刻まれており，上端破断面

に残る沈線も同様の沈線である可能性がある。また，下

縁には貫通する穿孔の一部が残存している。「Ⅰ２」とい

う注記がみられ，他の骨角器や土器にも同様の注記がみ

られた（写真２）。 

 

３ 牙製品の保管状況 

 この牙製品は，埋文センター所蔵のいわゆる「河口コ

レクション」の中で，上加世田遺跡（南さつま市加世

田）出土遺物とともに保管されていた。河口氏が江内貝

塚の調査に参加したという記録は確認できなかったが，

池水氏が河口氏宛に送った江内貝塚の調査成果を記した

葉書が２枚確認できた。河口氏が牙製品を保管していた

経緯は不明であるが，遺跡の調査成果についての情報共

有は積極的に行われ，江内貝塚の資料の重要性について

は河口氏も把握していたと考えられる。今回紹介した牙

製品以外の江内貝塚出土遺物は，出水市埋蔵文化財収蔵

室・出水歴史民俗資料館・高尾野郷土館に保管，展示さ

れている（令和３年２月 10日確認）。 

 

４ おわりに  

 以上，江内貝塚の牙製品について紹介した。牙製品の

保管場所の推移やその経緯は明らかにできなかったが，

実測図作成や詳細な観察等を行うことができた。 

 最後に，本稿を執筆するにあたって，横手浩二郎氏，

出水市産業振興部文化財課の岩崎新輔氏，出水歴史民俗

資料館の肘岡隆夫氏に御指導・御協力を頂きました。末

筆ながらお礼を申し上げます。 

 

【引用・参考文献】 

出水郷土誌編集委員会 1968「第一編 先史時代  第二章 

縄文時代」『出水郷土誌』 pp.56-75 

池水寛治 1966「鹿児島県出水郡江内貝塚」『日本考古学

年報 14（昭和 36年度）』日本考古学協会 pp.115-116 

 

（文責：松山初音） 
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図２ 江内貝塚出土牙製品実測図（原寸） 

写真１ 江内貝塚の骨角器 

（出水郷土誌編集員会 1968 より転載） 

図１ 江内貝塚位置図 

写真２ 江内貝塚出土牙製品写真 

（下段は骨角器の注記の比較） 
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